
(1)第106号 令和４年７月10日(日)

　
高
津
利
明
関
東
地
区
本
部

長
よ
り
挨
拶
後
大
会
要
綱

（
案
）
を
も
と
に
大
会
事
務

局
長
西
尾
靖
先
生
よ
り
詳
細

が
説
明
さ
れ
た
。
今
年
は
体

育
館
や
行
政
の
制
約
等
色
々

と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
と
示
さ
れ
た
。
感

染
対
策
と
し
て
、
リ
ス
ト
バ

ン
ド
方
式
や
同
行
者
の
人
数
制
限
等
申
し
合
わ
せ
事

項
を
順
守
し
て
頂
き
た
い
と
お
願
い
さ
れ
た
。

２
０
２
４
年
第
50
回
全
国
大
会
沖
縄
開
催
決
ま
る

総会全景

　
理
事
長
並
木
知
徳
先
生
よ
り
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終
り
会
派

を
越
え
て
開
催
さ
れ
た
空
手
競
技
種
目
だ
っ
た
が
剛
柔
会
は
剛
柔
流

空
手
道
の
源
流
拳
聖 

宮
城
長
順
先
生
の
遺
訓
を
守
り
後
世
に
残
す

技
術
集
団
で
あ
り
又
、
精
神
・
技
術
を
伝
承
し
て
育
成
に
励
ん
で
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
涯
人
生
に
あ
っ
て
も
歳
を
と
っ
て
も
伝
え

て
行
く
会
派
で
あ
っ
て
頂
き
、
コ
ロ
ナ
に
勝
負
で
は
無
く
自
分
自
身

で
体
を
守
れ
る
体
力
を
作
っ
て
行
く
こ
と
が
、
人
生
に
喜
び
と
活
力
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

空
手
を
愛
す
会
員
の
先
生
方
々
で
一
丸
と
な
っ
て
剛
柔
会
発
展
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
会
員
の
減
少

が
見
え
ま
す
会
員
保
持
拡
大
に
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。」
と
力
強
い
挨
拶
を
頂
い
た
。

　
続
い
て
津
本
延
孝
事
務
局
長
よ
り
員
数
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
全
日
本
空
手
道
連
盟
剛
柔
会
（
会

長 

宇
治
田
栄
蔵
）
の
三
年
ぶ
り
の
常

任
理
事
会
・
役
員
総
会
が
令
和
四
年

五
月
二
十
八
日
㈯
十
四
時
～
・

二
十
九
日
㈰
十
四
時
～ 

と
二
日
間
に

亘
り
京
都
テ
ル
サ
東
館
三
階
（
京
都

市
南
区
）
大
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
等

で
全
国
的
に
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
伴
い
行
動
に
自
粛
が
求
め

ら
れ
三
年
ぶ
り
に
対
面
で
の
会
議
が
始
ま
っ
た
。

　
会
議
冒
頭
宇
治
田
会
長
よ
り
「
三
年
間
ご
無
沙
汰
で
す
。
お
変

わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？
三
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
の
中
で
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
等
社
会
も
急
な
事
案
で

振
り
回
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
や
っ
と
収
ま
り
が
見
え
、
前
進
し

並木 知徳 理事長

塩路直也関東地区本部長 一同松尾裕幸九州・沖縄
地区副本部長（長崎）

谷㟢金光九州・沖縄
地区本部長（福岡）

高津利明
 関東地区本部長

津本延孝 事務局長西尾 靖
関東地区事務局長

宇治田栄蔵 会長

　昨年新型コロナ感染症対策でリモートで開
催されていた中央技術委員会が、本年は常任
理事会開催前に三年ぶりに対面で開かれた。
昨年に続き剛柔会に長年に亘り技術の継承並
びに選手育成に多大なるご尽力・功績に対し
全日本空手道連盟剛柔会より四名の先生に令
和4年6月1日付推薦段位を表しました。

（順不同）

推薦九段位

令和 4年度
推薦九段位進呈!!

3年ぶりの全国顔合わせ

令和四年度 剛柔会常任理事会・役員総会開催

國
宗
國
宗  

秀
樹
秀
樹  

先
生
先
生((

大
分
大
分))

松
浦
松
浦  

峰
和
峰
和  

先
生
先
生((

京
都
京
都))

三
次
三
次  

信
治
信
治  

先
生
先
生((

大
阪
大
阪))

村
松
村
松  

真
孝
真
孝  

先
生
先
生((

静
岡
静
岡))

常任理事会
員 数

40名
出 席

28名
欠 席

２名
委 任

10名

総　会
員 数
160名
出 席

42名
欠 席

30名
委 任

88名

両
会
議
は
成
立
す
る
こ
と
表
明
さ
れ
た

議
題
二
、２
０
２
２
年

第
48
回
全
国
大
会
に
つ
い
て

議
題
一
、
令
和
三
年
度
会
計
報
告

議
題
三
、２
０
２
３
年
第
49
回
全
国
大
会
に
つ
い
て

九
州
長
崎
支
部
よ
り

　

２
０
１
９
年
第
45
回
全
国
大
会
の
謝
辞

　
関
西
地
区
・
中
部
地
区
・
中
国
地
区
三
地
区
に
お

い
て
開
催
予
定
の
第
49
回
全
国
大
会
に
つ
い
て
三
地

　
津
本
延
孝
事
務
局
長
よ
り

事
業
報
告
が
あ
り
、
出
席
者

全
員
の
拍
手
に
よ
り
承
認
さ

れ
た
。

て
お
り
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
初
め
て
空
手
競
技
種
目
が
前
総
理
大
臣
菅
義
偉
先
生
（
法

政
大
学
空
手
道
部 

卒
）
が
開
催
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
空
手
も
世
界
的
に
愛
好
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
会
員
の
方
も
選
手
育
成
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
中
、
全
国
大
会

が
二
回
中
止
に
成
り
ま
し
た
が
今
年
第
48
回
大
会
が
関
東
地
区
に
て
進
め
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
会
員
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
で
成
功
裡
に
出
来
ま
す
よ
う
手
を
取
っ
て
進
ん
で
下
さ
い
。」

と
挨
拶
さ
れ
た
。

区
代
表
と
し
て
関
西
地
区
本
部

長
塩
路
直
也
先
生
が
説
明
さ
れ

た
。
只
今
会
場
選
定
に
当
っ
て

お
り
、
今
年
中
に
決
定
し
今
大

会
同
様
の
種
目
で
実
施
で
き
る

よ
う
に
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

と
示
さ
れ
た
。

　
松
尾
裕
幸
大
会
実
行
副
委
員
長
よ
り
「
長
崎
佐
世
保

市
で
開
催
さ
れ
た
第
45
回
全
国

大
会
が
会
の
ご
協
力
ご
支
援
に

お
い
て
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
」
と
謝
辞
報
告
が
あ
っ
た
。

　
谷
﨑
金
光
九
州
・
沖
縄
地

区
本
部
長
よ
り
「
九
州
・
沖
縄
・

四
国
地
区
開
催
予
定
の
第
50

回
大
会
を
沖
縄
に
て
記
念
大

会
と
し
て
開
催
を
希
望
さ
れ
承

認
さ
れ
た
。」



開開
催催
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①
出
場
選
手
は(

国
内
、
国
外
と
も
）
全
日
本
空
手

道
連
盟
剛
柔
会
登
録
会
員
で
本
年
度
会
費
納
入

者
の
み
と
す
る
。

②
出
場
選
手
は
赤
帯
・
青
帯
を
各
自
準
備
す
る
こ

と
。

③
出
場
選
手
は
各
都
道
府
県
名
胸
章(

10 

cm 

× 

18 

cm
白
地
に
黒
文
字
）
を
道
着
左
胸
に
付
け
る
。

④
団
体
戦
に
２
チ
ー
ム
出
場
の
都
道
府
県
は
、
チ
ー

ム
名
Ａ
・
Ｂ
ま
で
明
記
す
る
。

⑤
都
道
府
県
の
監
督
１
名･

コ
ー
チ
２
名
以
内
と
し

受
付
時
に
お
渡
し
す
る
監
督･

コ
ー
チ
証
を
付
け

る
こ
と
。

⑥
空
手
着
の
袖
・
裾
の
寸
法
は
全
空
連
ル
ー
ル
に
準

ず
る
こ
と
。
腰
紐
は
結
ぶ
、
胸
紐
は
つ
け
て
も
良

い
。

⑦
監
督
は
、
審
判
資
格
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

※
審
判
資
格
無
い
方
は
、
令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は

　

審
判
講
習
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
認
め
ま
す
。

【
主　

催
】
全
日
本
空
手
道
連
盟
剛
柔
会

【
主　

管
】
全
日
本
空
手
道
連
盟
剛
柔
会
関
東
地
区
本
部

【
後　

援
】
公
益
財
団
法
人
全
日
本
空
手
道
連
盟

開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

【
開
会
式
】
令
和
４
年
７
月
16
日(

土)

12
時
45
分
～
13
時

【
競　

技
】
令
和
４
年
７
月
16
日(

土)

13
時
～
20
時
（
予
選
）

【
競　

技
】
令
和
４
年
７
月
17
日(

日
）
９
時
～
13
時
（
決
勝
）

【
終
了
式
】
令
和
４
年
７
月
17
日(

日
）
13
時
～
13
時
15
分

【
会　

場
】
横
浜
武
道
館

〒
２
３
１

－

０
０
２
８　

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
翁
町
二
ー
九
ー
十 

☎
０
４
５

－

２
２
６

－

２
１
０
０

海
外
セ
ミ
ナ
ー

※
１
日
目
と
２
日
目
は
会
場
が
異
な
り
ま
す
の
で

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

【
一
日
目
】
令
和
４
年
７
月
14
日(

木
）
10
時
～
17
時

　

（
12
時
～
14
時
／
昼
休
憩
）

【
会　

場
】
日
本
空
手
道
会
館

東
京
都
江
東
区
辰
巳
一
ー
一
ー
二
十

☎
０
３

－
５
５
３
４

－

１
９
５
１

交
通
機
関
：
地
下
鉄
有
楽
町
線
・
辰
巳
駅
下
車
徒
歩
３
分

【
二
日
目
】
令
和
４
年
７
月
15
日(

金
）
10
時
～
12
時

【
会　

場
】
横
浜
武
道
館

〒
２
３
１

－

０
０
２
８　

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
翁
町
二
ー
九
ー
十 

☎
０
４
５

－

２
２
６

－

２
１
０
０

　

留

意

事

項
　

競
技
運
営
・
感
染
予
防
対
策
・

来
場
に
関
す
る
諸
注
意
に
つ
い
て

諸会議
会 議 名 日　時 横浜武道館

海 外 段 位
審 査 会

7月15日(金）
13時～17時 １F武道場

六 ～ 八 段 位
審 査 会

7月15日(金）
10時～17時 １F武道場

常  任 
理 事 会

7月15日(金）
17時～19時 １F多目的室

審  判
会  議

7月16日(土）
11時～11時30分 １F多目的室

監  督
会 議

7月16日(土）
12時～12時30分 １F会議室

審  判 
会  議

7月17日(日) 
8 時 3 0 分 ～ 8 時 4 5 分 １F多目的室

※関係役員の先生方は上記の会議には必ず出席
　して下さい。

組
手

①
組
手
選
手
「
面
ホ
ー
」
「
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
」
の
着

装
。
全
空
連
に
合
わ
せ
て
で
は
な
く
。
感
染
対
策
と

し
て
使
用
す
る
。 

メ
ン
ホ
ー
は
タ
イ
プ
Ⅴ
以
上
と
す
る
。
マ
ウ
ス
シ
ー

ル
ド
を
差
し
こ
む
だ
け
で
な
く
貼
っ
て
お
く
こ
と
。

②
イ
ン
ス
テ
ッ
プ
シ
ン
ガ
ー
ド
高
校
生
ま
で
は
全
員
着

装
。
一
般
は 

使
用
し
な
い
。

小
中
学
生
は
、
Ｊ
Ｋ
Ｆ 

公
認
を
使
用
。
高
校
生
の
み

高
体
連
も
可
（
色
は
白
色
に
限
る
。 

Ｗ
Ｋ
Ｆ 

タ
イ

プ
も
可
）

③
服
装
規
定
違
反
で
の
出
場
は
反
則
。 

安
全
具 

セ
ー

フ
ィ
テ
ィ
カ
ッ
プ
男
子
全
員
着
装 

小
学
生
一
年
・
二

年
は
保
護
者
同
意
で
認
め
る
。

④
選
手
安
全
具
や
帯
の
共
用
禁
止
。
感
染
対
策
と
し
て

認
め
な
い
。
無
け
れ
ば
棄
権
。
拳
サ
ポ
は
剛
柔
会
指

定
白
の
み
。

⑤
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
は 
任
意
と
す
る
（
実
施
要
項
変
更
） 

ボ
デ
ィ
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
は
道
着
の
中
に
全
員
着
装
。

⑥
成
年
は
ス
キ
ン
タ
ッ
チ
可 
ソ
フ
ト
タ
ッ
チ
は
と
ら
ず 

ハ
ー
ド
は
反
則
。
高
校
生
以
下
は 

ス
キ
ン
タ
ッ
チ
も

反
則
。

⑦
小
学
生
は
テ
イ
ク
ダ
ウ
ン
・
足
払
い
禁
止
。

⑧
反
則
勝
ち
で
も
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
「
Ｏ
Ｋ
」

で
あ
れ
ば
試
合
に
出
ら
れ
る
。
脳
震
盪
な
ど
ド
ク

タ
ー
ス
ト
ッ
プ
で
は
全
て
の
試
合
に
出
ら
れ
な
い
。

⑨
不
活
動 

「
時
間
で
は
な
く
」 

試
合
の
活
発
化
を

「
続
け
て
」
。
「
分
か
れ
て
ー
続
け
て
」
を
採
用
す

る
。
不
活
動
は
得
点
、
ま
た
は
先
取
で
リ
ー
ド
し
て

い
る
競
技
者
に
は
与
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

形
競
技

①
競
技
中
マ
ス
ク
は
着
装
し
な
い
。
気
合
い
あ
り
。
入

退
場
時
は
マ
ス
ク
着
装
。
マ
ス
ク
カ
バ
ー
を
持
参

し
、
指
定
場
所
に
置
い
て 

試
合
を
す
る
こ
と
。

②
予
選
は
審
判
団
か
ら
見
て
、
右
側
が
赤
帯
、
左
側
が

青
帯
。
マ
イ
帯
持
参
。
（
決
勝
は
赤
帯
の
み
）

③
試
合
前
後
の
礼
の
徹
底 

形
試
合
で
は
、
形
演
武
前
後

の
礼
を
忘
れ
る
と
反
則
負
け
と
す
る
。
（
小
学
生
は

指
導
）

審
判
団 

①
審
判
員
「
マ
ス
ク
」
白
色
不
織
布
の
み
。
グ
ロ
ー
ブ

着
装
。
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
は
着
装
し
な
い
。
電
子

ホ
イ
ッ
ス
ル
採
用
。

②
監
督
も
審
判
講
習
会
を
受
講
す
る
こ
と
。
（
今
年
度

は
講
習
受
講
す
れ
ば
審
判
資
格
無
く
て
も
監
督
可
）

大
会
全
般  

①
健
康
管
理
の
面
か
ら
、
水
分
補
給
す
る
水
筒
持
参

可
。
但
し
、
コ
ー
ト
付
近
で
は
飲
ま
な
い
も
の
と
す

る
。
マ
ス
ク
常
時
着
装
。
（
競
技
中
は
外
す
こ
と
）

②
空
手
着
の
袖
・
裾
の
長
す
ぎ
は
認
め
な
い
。
（
全
空

連
ル
ー
ル
に
準
ず
る
） 

腰
紐
は
結
ぶ
。
胸
ひ
も
は
つ

け
て
も
よ
い
。

大
会
ル
ー
ル
の
問
合
せ   

審
判
委
員
会 

事
務
長 

中
谷
ま
で

　

 tatunakatani@
gm

ail.com
 

☎
０
９
０

－

１
９
１
８

－

４
６
０
７

　

本
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
な

ど
が
継
続
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
は
自
治
体
判
断
も
し
く
は
主
催
者
判
断
に

よ
り
大
会
を
中
止
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

大
会
運
営
、
競
技
ル
ー
ル
等
の
詳
細
を
別
冊
に
ま

と
め
ま
し
た
の
で
熟
読
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

今
後
変
更
に
な
っ
た
際
は
都
道
府
県
海
外
支
部
事

務
局
に
大
会
事
務
局
か
ら
通
知
し
、
剛
柔
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
開
設
す
る
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

※
注　

意
※

試
合
進
行
上
、
監
督
、
コ
ー
チ
、
競

技
中
の
選
手
以
外
は
ア
リ
ー
ナ
内
に

入
れ
ま
せ
ん
。

第
48
回
大
会
申
し
合
わ
せ
確
認
事
項

【
２
０
２
２
年
度
審
判
ル
ー
ル
一
部
改
正
並
び
に
感
染
対
策
】

第48回剛柔会全国大会
２０２２年7月16日（土）・17日（日）
会　場：神奈川県横浜市／主　管：関東地区

関東地区本部役員の先生方
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藤
原
聖
一
委
員
長

よ
り
海
外
支
部
の
新

規
支
部
設
立
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

カ
ナ
ダ
支
部
に
関

し
て
は
、
16
年
間
Ｊ

Ｋ
Ｆ
剛
柔
会
と
し
て
の
活
動
が
な
か
っ
た
た
め

何
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い
で
２
団
体
か
ら
支

部
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
年
間
か
け
て
精
査
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

１
団
体
が
申
請
を
取
り
や
め
ま
し
た
。
残
り
の

１
団
体
に
関
し
て
再
調
査
を
い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
剛
柔
会
登
録
会
員
182
名
中
４
段
、
５
段

取
得
者
が
10
名
に
な
り
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
で

開
催
さ
れ
た
海
外
セ
ミ
ナ
ー
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
お
り
、
剛
柔
会
の
普
及
、
発
展
に
尽
力

し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

申
請
者
代
表
の(

C
r
a
i
g
 
V
o
k
e
y
)

ク
レ
イ
グ
・

ボ
ー
キ
ー
氏
に
関
し
て
は
、
他
の
空
手
団
体
代

表
者
か
ら
も
最
適
任
者
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な

推
薦
状
が
届
く
な
ど
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
数

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

海
外
委
員
会
で
も
３
年
か
け
流
れ
を
見
守
っ

て
き
ま
し
た
が
、
決
し
て
ぶ
れ
な
い
強
い
気
持

ち
は
変
わ
ら
な
い
と
受
け
止
め
、
カ
ナ
ダ
空
手

連
盟
の
会
長
で
も
あ
る
ク
レ
イ
グ
・
ボ
ー
キ
ー

氏
率
い
る
団
体
を
Ｊ
Ｋ
Ｆ
剛
柔
会
カ
ナ
ダ
支
部

と
し
て
設
立
を
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
、
常
任
理

事
会
・
総
会
で
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

　

塩
路
直
也
事
務
長
よ
り
「
今
年
度
予
算
に
計

上
し
た
通
り
、
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
い
ろ
い
ろ
問

題
は
あ
り
ま
す
が
、
海
外
セ
ミ
ナ
ー
と
海
外
昇

段
審
査
は
実
施
し
ま

す
。
こ
の
件
に
関
し

て
は
、
指
導
委
員
会
、

段
位
委
員
会
に
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
し

た
。」

指
導
委
員
会

段
位
委
員
会

道
場
運
営
委
員
会

企
画
委
員
会

選
手
強
化
委
員
会

審
判
委
員
会

海
外
委
員
会

情
宣
・
広
報
委
員
会

各専門委員会報告・指針

佐藤 重徳委員長(大分)

樫葉芳之委員長(京都)

津本延孝委員長(和歌山)

北林秀章委員長(香川)

清原今朝勝委員長(大分)

塩路直也事務長(和歌山)

武田 伸事務長(愛媛)

中谷辰幸事務長(奈良)

山本 敬事務長(和歌山)

中泉剛士事務長(茨城)

渡邉幸一事務長(岐阜)秋田政夫委員長(茨城)

藤原聖一委員長(秋田)

白井一三事務長(奈良)

　

佐
藤
重
徳
委
員
長
よ
り
「
会
派
発
展
に
ご
協
力

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
は

関
東
地
区
の
み
の
実
施
で
し
た
が
各
地
区
と
も
コ

ロ
ナ
禍
の
感
染
症
対
策
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
こ
そ
は
各
地
区
に
お
い
て
講
習
会
を
進
め
て

行
き
た
い
。
」
と
指
針
を
示
さ
れ
た
。

　

又
、
武
田
伸
事
務
長
よ
り
今
年
度
の
各
地
区
の

予
定
等
の
説
明
が
あ
り
、
「
６
月
４
日
・
５
日
と
全

国
形
セ
ミ
ナ
ー
が
京
都
テ
ル
サ
に
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
奮
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。
」
と
お
願
い
さ
れ

た
。

　

樫
葉
芳
之
委
員
長
よ
り
「
審
判
の
ル
ー
ル
は

生
き
物
で
す
。
常
に
変
動
し
、
技
量
向
上
を

図
っ
て
お
り
ま
す
選
手
の
為
に
講
習
会
へ
参
加

し
て
頂
き
、
ラ
イ
セ
ン
ス
保
持
に
努
力
し
て
頂

形

◎
マ
ス
ク
は
試
合
時
ま
で
着
装
、
試
合

中
は
外
し
演
武
を
行
う
。
演
武
終
了
後

は
マ
ス
ク
を
着
装
し
私
語
は
控
え
る
。

◎
帯
赤
・
帯
青
各
自
で
準
備
し
、
決
勝

は
帯
赤
を
付
け
て
演
武
を
行
う
。

組
手
◎
感
染
対
策
の
た
め
、
全
競
技
メ
ン

ホ
ー
、
シ
ー
ル
ド
着
装

◎
拳
サ
ポ
は
剛
柔
会
指
定
の
み
、
帯

赤
・
帯
青
は
各
自
で
準
備
す
る
こ
と
。

　

右
記
以
外
の
申
し
合
わ
せ
事
項
・
留
意
点
に

つ
い
て
熟
読
し
、
ル
ー
ル
違
反
等
で
失
格
に
な

ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

津
本
延
孝
委
員
長
よ
り
「
二
年
間
全
国
大
会

が
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
第
48
回
全
国

大
会
が
関
東
地
区
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
６
月

20
日
ま
で
に
受
審
の
方
は
書
類
を
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。
」
と
示
さ
れ
た
。

　

又
、
山
本 

敬
事
務
長
よ
り
各
地
区
・
支
部

審
査
・
会
計
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

又
、
移
行
段
に
つ
い
て
詳
細
を
検
討
い
た
だ
き

た
い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
。

　

北
林
秀
章
委
員
長
は
二

年
前
に
体
調
を
崩
さ
れ
て

居
ら
れ
た
が
現
在
は
回
復

に
向
か
っ
て
い
る
と
元
気
な

姿
で
挨
拶
さ
れ
た
。

　

中
泉
剛
士
事
務
長
よ
り

事
業
報
告
が
あ
り
Ｊ
Ｋ
Ｆ

の
強
化
選
手
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
支
援
・
育
成
に
取
組

み
ジ
ュ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
合
宿

を
実
施
し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
剛
柔
会
の
増
強
に
仕

組
構
築
を
目
指
し
て
行
く

よ
う
検
討
し
て
い
る
と
施

策
を
示
さ
れ
た
。

　

清
原
今
朝
勝
委
員
長
よ
り
「
事
業
を
計
画
し

て
お
り
ま
し
た
三
年
間
中
止
に
な
り
ま
し
た
が

諸
問
題
な
ど
に
つ
い
て
今
年
十
月
に
検
討
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
令
和
五
年
一
月
第
九

回
沖
縄
交
流
会
の
実
施
、
令
和
五
年
三
月
に
次

年
度
事
業
計
画
に
て
会
議
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。」
と
指
針
を
示
さ
れ
た
。

◎
渡
邉
幸
一
事
務
長
よ
り
第
50
回
全
国
大
会
は

記
念
大
会
と
表
し
沖
縄
の
地
に
て
開
催
す
る
と

報
告
が
あ
っ
た
。

　

秋
田
政
夫
委
員
長
よ

り
事
業
報
告
が
あ
り

「
三
年
間
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大

に
よ
り
道
場
運
営
及
び

活
動
に
大
き
な
支
障
を

も
た
ら
し
会
員
の
減
少

が
各
地
よ
り
多
く
の
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
速

く
回
復
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、
今
年
は
活

動
も
良
く
な
る
様
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
各
道

場
の
状
況
・
問
題
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

検
討
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
」

　

白
井
一
三
事
務
長
よ
り
「
昨
年
は
各
地
区
の
活
動

が
中
止
に
な
り
一
〇
五
号

の
発
刊
し
か
で
き
な
か
っ

た
が
本
年
は
少
し
明
る
い

兆
し
が
見
え
て
き
て
お
り

ま
す
。
各
地
区
の
事
業
・

行
事
等
の
報
告
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
」

き
た
い
で
す
。
」

　

又
、
中
谷
辰
幸
事
務
長
よ
り
第
48
回
全
国
大

会
の
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
伴
い
、
競
技
に
つ
い

て
一
部
申
し
合
わ
せ
事
項
・
留
意
点
が
あ
り
説

明
が
行
わ
れ
た
。

申
し
合
わ
せ
事
項
・
留
意
点
（
一
部
抜
粋
）

令
和
四
年
度
強
化
選
手

Ｊ
Ｋ
Ｆ
シ
ニ
ア
強
化
指
定-

23
名
・
Ｓ
ラ
ン
ク-

７
名

Ａ
ラ
ン
ク-

９
名
・
Ｊ
Ｋ
Ｆ 

Ｕ-

20-

８
名
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〈
各
事
業
報
告
〉

　

２
月
28
日
（
日
）、
大
阪

支
部
常
任
理
事
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
年
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
う
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出

さ
れ
、
中
止
を
考
慮
さ
れ
て

い
た
中
、
同
日
に
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
、
予
定
さ

れ
て
い
た
常
任
理
事
会
と
総

会
の
う
ち
、
急
遽
常
任
理
事

会
の
み
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
、
増
田
敏
雄
支

部
長
の
挨
拶
で
は
「
昨
年
は

３
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発

出
さ
れ
、
各
事
業
が
中
止
に

せ
ざ
る
終
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
剛
柔
会
恒
例
の
全
国
大

会
も
関
西
地
区
・
中
部
地
区
・

中
四
国
地
区
本
部
主
管
で
大
阪
支
部
エ
リ
ア
内
の
エ

デ
ィ
オ
ン
ア
リ
ー
ナ
大
阪
（
大
阪
府
立
体
育
会
館
）
で

開
催
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
は

昨
年
同
様
エ
デ
ィ
オ
ン
ア
リ
ー
ナ
大
阪
で
の
開
催
で
進

め
て
お
り
、
支
部
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
」
と
力
強
く
挨
拶
し
、
大
阪
支
部
の
ホ
ス
ト
役

と
し
て
の
団
結
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
石
田
正
剛
事
務
局
長
よ
り
昨
年
の
事
業
報

告
が
な
さ
れ
、
本
年
度
役
員
改
正
の
議
題
も
「
現
状
で

変
更
な
し
」
に
て
出
席
者
全
員
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
の
事
業
計
画
が
報
告
さ
れ
、
４
月
29 

日
（
木
・
祝
）
の
支
部
大
会
開
催
に
あ
た
り
様
々
な
議

論
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
社
会
状
況
を
鑑
み
て
実
施
の

決
定
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
全
国
大
会
に
関
し
て
は
５
月
末
の
本
部

総
会
に
て
最
終
的
に
詳
細
を
決
定
し
、
そ
の
日
ま
で
準

備
体
制
で
進
め
、
ま
た
支
部
各
事
業
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
総
括
の
ま
と
め
が
あ
り
、
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。（
後
日
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
つ
き
大
会

中
止
と
な
る
）

　

２
０
２
０ 

年
２
月
よ
り
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
国

内
外
で
拡
大
し
て
い
た
た
め
、

剛
柔
会
の
空
手
道
事
業
・
大
会

等
は
全
て
中
止
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
２
０
２
１
年
よ
り

制
約
も
若
干
緩
和
さ
れ
、
新
年

度
初
の
昇
段
審
査
会
を
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
公
認
段
位
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
初
段
２
名
（
本
年

15
歳
に
達
す
る
者
よ
り
受
審
資

格
有
）
と
、
技
量
ア
ッ
プ
を
目

指
す
弐
段
２
名
の
審
査
が
実
施

さ
れ
、
初
段
は
三
戦
、
撃
砕
、

砕
破
、
組
手
２
回
、
弐
段
は
三

戦
、
転
掌
、
制
引
鎮
、
組
手
２

回
が
行
わ
れ
、
受
審
者
は
、
形
・
組
手
と
も
に
日
頃
の

稽
古
の
成
果
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

　

審
査
終
了
後
、
増
田
敏
雄
支
部
長
よ
り
「
剛
柔
流
の

技
法
や
技
術
、
ま
た
呼
吸
法
を
し
っ
か
り
と
鍛
錬
し

て
、
今
後
も
高
段
位
取
得
に
向
か
っ
て
精
進
し
、
後
輩

を
見
守
り
剛
柔
会
の
発
展
に
努
め
て
下
さ
い
」
と
締
め

の
言
葉
で
審
査
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
４
名
全
員
が
合
格
し
ま
し
た
。

日
時
：
２
０
２
１
年
２
月
28 

日
（
日
）

会
場
：
ハ
ー
ト
ン
ホ
テ
ル
心
斎
橋
別
館
（
大
阪
市
）

主
催
：
剛
柔
会
大
阪
支
部

令
和
三
年 
大
阪
支
部
常
任
理
事
会
開
催

令
和
三
年
大
阪
支
部 

春
季
昇
段
審
査
会
開
催

令
和
三
年 

大
阪
支
部 

秋
季
昇
段
審
査
会
開
催

令
和
三
年
度
関
西
地
区
四
・
五
段
位
審
査
会
開
催

日
時
：
２
０
２
１
年
４
月
10 

日
（
土
）

会
場
：
英
田
公
民
分
館
（
東
大
阪
市
）

審
査
委
員
長
：
増
田
敏
雄
支
部
長

審
査
員
：

　

堀
内
秀
郎
先
生
、
石
田
正
剛
先
生
、
増
尾
智
子
先
生
、

　

小
川
富
貴
先
生
、
坂
尾
敬
士
先
生
、
清
水
充
先
生

日
時
：
２
０
２
１
年 

11 

月 

６ 

日
（ 

土 

）

会
場
：
英
田
公
民
分
館
（
東
大
阪
市
）

審
査
委
員
長
：
増
田
敏
雄
支
部
長

審
査
員
：

　

堀
内
秀
郎
先
生
、
石
田
正
剛
先
生
、
増
尾
智
子
先
生
、

　

小
川
富
貴
先
生
、
坂
尾
敬
士
先
生
、
清
水
充
先
生

　

今
春
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
支
部
で
の
昇
段
審
査
会
も

今
秋
で
２
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
審
査
会
に
は
、

高
校
生
か
ら
40
代
ま
で
４
名
が
受
審
。
そ
の
う
ち
の
１

名
は
、
40
代
か
ら
空
手
を
始
め
た
方
で
初
段
を
受
審
さ

れ
社
会
人
と
し
て
活
躍
し
、
空
手
を
愛
好
さ
れ
て
道
場

で
稽
古
に
励
み
、
入
門
し
て
か
ら
５
年
余
で
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
と
な
り
ま
し
た
。「
四
十
の

手
習
い
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が

あ
り
ま
す
が
、
学
ぶ
の
に
遅
す

ぎ
る
と
言
う
こ
と
は
な
い
こ
と

を
実
践
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
校
生
も
受
審
し
、

文
武
両
道
を
目
指
し
、
日
々
稽

古
を
通
じ
て
努
力
し
て
い
る
そ

の
姿
に
は
、
多
い
に
エ
ー
ル
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
初
段
に
は
３
名
、
参

段
に
は
１
名
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
４
名
全

員
が
合
格
し
ま
し
た
。

増田敏雄支部長 （中央）

大阪支部の13道場の担当者が出席

弐段審査の形：制引鎮

増田敏雄支部長の挨拶（右）

開始式形：三戦審査

日
時
：
２
０
２
１
年 

11 

月 

23 

日（
火
・
祝
）

会
場
：
ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
武
道
場（
和
歌
山
市
）

審
査
委
員
長
：
段
位
委
員
長
・
津
本
延
孝
先
生（
和
歌
山
）

審
査
員
：

　

多
田
正
夫
先
生（
奈
良
）、増
田
敏
雄
先
生（
大
阪
）、

　

塩
路
直
也
先
生（
和
歌
山
）、樫
葉
芳
之
先
生（
京
都
）

　

令
和
３
年
度
関
西
地
区
四
・
五
段
位
審
査
会
が
開
催
さ

れ
、
今
回
は
各
支
部
か
ら
道
場
で
指
導
者
と
し
て
活
動
さ

れ
て
い
る
方
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
ま
し
た
。
各
支
部
審
査

で
参
段
を
取
得
し
、
初
の
地
区
四
段
審
査
に
望
ま
れ
た
方

は
「
大
会
等
の
競
技
と
は
違
っ
て
地
に
足
が
つ
か
な
い
ぐ
ら

い
緊
張
感
が
ピ
ー
ク
で
し
た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
五
段
位
を
受
審
さ
れ
た
方
々

は
指
導
者
と
し
て
修
練
を
重
ね
て

高
段
位
を
目
指
し
励
ん
で
来
ら
れ

た
先
生
方
で
し
た
。

　

審
査
終
了
後
、
津
本
延
孝
・
段

位
委
員
長
か
ら
、「
こ
れ
か
ら
も

剛
柔
会
主
催
の
支
部
・
地
区
の
講

習
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
剛

柔
会
教
本
に
沿
っ
た
形
を
守
っ
て

指
導
者
と
し
て
技
術
の
向
上
に
努

力
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
総
評
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
四
段
に
は
８
名
、
五

段
に
は
７
名
が
受
審
し
、
計
15
名

全
員
が
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

開始式

　昭和30年より空手道を愛好され多くの道場で学んでこ
られて昭和45年より修道館道場（京都）館長原崎猛実先
生・総師範塩見 明先生の元で稽古に切磋琢磨され技術向
上に研鑽されてこられ昭和47年に京都丹後市に修道館四
支部を創設されました。後継者を育成しつつ剛柔会の指
導委員として発展にご尽力され平成17年６月指導委員長
に就任された。
　その後も剛柔会の教本発刊に又全日本空手道連盟近畿
地区指導講師等を歴任されました。
　剛柔会の各地区指導講習会に塩見　明先生をサポート
する等指導に貢献されてました。
　在りし日の道衣姿を思い出します、先生のご冥福をお
祈り申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　合 掌

（昭和11年８月21日～令和四年１月17日・京都府丹後市・享年八七歳）

和田貞雄先生の在りし日の指導講習会・会議のお姿

ご逝去

筆記試験

和田貞雄先生元剛柔会指導委員長
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
感
染

拡
大
防
止
対
策
等
で
各
事
業
も

中
止
に
追
い
や
ら
れ
る
中
、
昨
年

12
月
の
始
め
に
は
関
東
地
区
に
て

十
分
な
感
染
対
策
、
検
温
、
密
を

避
け
て
昇
段
審
査
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

日
頃
か
ら
稽
古
・
鍛
錬
等
に
邁

進
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
先
生
方
22
名

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
、
開
始
式
で

は
髙
津
先
生
よ
り
「
自
身
の
持
ち

う
る
力
を
充
分
に
発
揮
で
き
る
場

で
す
。
堂
々
と
精
一
杯
奮
起
し
て

下
さ
い
」
と
の
言
葉
よ
り
開
始
さ

れ
た
。

　

受
審
者
は
、
初
段
：
三
戦
・
撃

砕
・
砕
破
、
弐
段
：
三
戦
・
転
掌
・
制
引
鎮
、
参
段
：
三

戦
・
転
掌
・
三
十
六
手
、
四
段
：
三
戦
・
転
掌
・
四
向
鎮

の
形
演
武
で
審
査
、
そ
の
後
組
手
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
審
者
：
初
段
８
名
、
弐
段
３
名
、
参
段
10
名
、
四
段
１

名
、
計
22
名
に
て
実
施
。

日
時
：
２
０
２
１
年 

12 

月 

５ 

日 ( 

土 )

会
場
：
日
本
空
手
道
会
館　

４ 

階
（
東
京
都
江
東
区
）

審
査
委
員
長
：
髙
津
利
明
先
生
（
関
東
地
区
本
部
長
）

審
査
員
：
岩
河
孝
一
先
生
、
竹
川
達
男
先
生
、

　
　
　
　

山
蔭
泰
司
先
生
、
山
蔭
惠
美
子
先
生

　

関
東
地
区
本
部
資
格
審
査
員

講
習
会
が
、
参
加
者
13
名
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
習

会
は
、
剛
柔
会
五
段
位
保
持
者

以
上
の
先
生
方
が
受
講
で
き
る

資
格
で
あ
り
、
技
術
や
指
導
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
ま
た
形
の
統

一
制
に
向
け
て
実
施
さ
れ
る
講
習
会
で
す
。

　

開
講
式
で
は
髙
津
利
明
本
部
長
の
挨
拶
後
、
講
師
の
竹

川
達
男
先
生
よ
り
「
基
本
の
三
戦
、
転
掌
を
し
っ
か
り
学

ん
で
頂
き
、
開
手
形
に
励
ん
で
下
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、剛
柔
流
の
形
の
修
練
を
目
的
と
し
た
「
気
」

　
こ
の
審
査
会
は
、
基
本
形
、
開
手
形
、

閉
手
形
と
技
の
理
解
と
分
解
や
応
用
を

勉
強
す
る
講
習
会
で
あ
り
、
竹
川
達
男

講
師
よ
り
「
基
本
の
立
ち
方
、
運
足
、

移
動
等
の
原
点
を
大
切
し
、
形
に
生
か

し
正
確
に
演
武
す
る
こ
と
に
注
意
し
て

下
さ
い
」
と
説
明
が
あ
り
ス
タ
ー
ト
さ

れ
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
心
新
た
に
説
明
さ

れ
た
事
項
に
付
い
て
反
復
さ
れ
て
お
り
、

有
意
義
な
講
習
会
で
あ
っ
た
」
と
感
想

を
述
べ
て
い
た
。

（
参
加
者
43
名
）。

　

４
月
９
日
、
大
阪
支
部
春
季
昇

段
審
査
会
を
開
催
し
、
高
校
に
入

学
し
た
ば
か
り
の
新
１
年
生
３
名

が
初
段
位
を
受
審
し
ま
し
た
。

　

受
審
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
稽
古

も
満
足
に
で
き
な
い
時
期
も
あ
り

な
が
ら
、
各
自
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

重
ね
、
小
学
生
時
代
か
ら
道
場
で

学
ん
で
き
た
技
量
を
発
揮
さ
れ
ま

し
た
。
基
本
の
三
戦
で
は
、
腹
式

呼
吸
の
「
息
吹
」
の
不
十
分
さ
の

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
開
手
形

の
撃
砕
や
砕
破
は
試
合
等
で
し
っ

か
り
と
演
武
を
行
っ
て
き
た
経
験

が
生
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
組
手
審
査
を
行
い
、
審
査
後
に
は
「
技
が
単
調

な
の
で
攻 ･ 

防
を
意
識
し
て
、
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
連
続

技
を
出
せ
る
よ
う
に
稽
古
に
励
ん
で
下
さ
い
」
と
審
査
委

員
長
よ
り
総
評
が
あ
り
ま
し
た｡

 

結
果
、
全
員
が
初
段

位
合
格
、
今
後
も
各
道
場
で
上
位
段
を
目
指
し
技
術
向
上

に
稽
古
に
取
り
組
み
自
己
鍛
錬
に
専
念
し
て
下
さ
い
。

　

年
末
の
忙
し
い
時
期
に
も
関
わ
ら

ず
、
関
東
地
区
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
も
落
ち
着
い
た
中
、

令
和
三
年
度
第
４
回
形
講
習
会
が
実

施
さ
れ
た
。
開
講
式
で
は
、
竹
川
達

男
講
師
が
「
基
本
の
三
戦
・
転
掌
及

び
開
手
形
の
分
解
や
応
用
、
技
術
の

向
上
に
向
け
て
基
本
を
大
事
に
し
、

重
心
は
体
の
中
心
で
ブ
レ
な
い
よ
う

に
移
動
で
き
る
体
を
作
る
た
め
、
下

半
身
を
鍛
え
る
よ
う
意
識
し
て
下
さ

い
」
と
説
明
さ
れ
た
。
参
加
者
に
は
、

充
実
し
た
技
術
講
習
会
で
あ
っ
た
。

（
参
加
者
31
名
）。

日
時
：
２
０
２
１
年 

12 

月 

５ 

日 ( 

土 )

会
場
：
日
本
空
手
道
会
館
４ 

階
（
東
京
都
江
東
区
）

講
師
：
竹
川
達
男
先
生
（
指
導
委
員
会
副
委
員
長
）

日
時
：２
０
２
２ 

年
１
月 

10 

日（
祝
・
月
）

会
場
：
日
本
空
手
道
会
館
２ 

階
中
道
場（
東
京
都
江
東
区
）

講
師
：
竹
川
達
男
先
生（
指
導
委
員
会
副
委
員
長
）

　
　
　

峯
真
太
郎
先
生 

（
同
委
員
会
委
員
）

日
時
：
２
０
２
２ 

年
４
月
９
日
（
土
）

会
場
：
英
田
公
民
分
館
（
東
大
阪
市
）

審
査
委
員
長
：
増
田
敏
雄
先
生
（
大
阪
支
部
長
）

審
査
委
員
：
堀
内
秀
郎
先
生
・
石
田
正
剛
先
生

　

増
尾
智
子
先
生
・
小
川
富
貴
先
生
・
坂
尾
敬
士
先
生

日
時
：２
０
２
２ 

年
３
月 

27 

日（
日
）

会
場
：
洸
武
館
本
部
道
場（
愛
知
県
安
西
市
）

審
査
委
員
長
：
渡
邉
幸
一先
生（
中
部
地
区
本
部
長
・
岐
阜
）

　

審
査
委
員
：
福
永
聰
彦
先
生（
剛
柔
会
副
会
長
・
岐
阜
）

　
　
　
　
　
村
松
真
孝
先
生（
中
央
技
術
委
員
・
静
岡
）

　
　
　
　
　
中
野
義
光
先
生（
指
導
委
員
・
愛
知
）

　
　
　
　
　
山
口
竜
二
先
生（
静
岡
支
部
長
・
静
岡
）

日
時
：２
０
２
１
年 

12 

月 

26 

日（
日
）

会
場
：
日
本
空
手
道
会
館
２ 

階
中
道
場（
東
京
都
江
東
区
）

講
師
：
関
東
地
区
本
部
指
導
部
会
会
長　

竹
川
達
男
先
生
、

同
部
会
副
会
長　
山
蔭
惠
美
子
先
生・
峯
真
太
郎
先
生

同
部
会
委
員　
中
泉
剛
士
先
生・
仲
田
暢
宏
先
生

「
息
」「
体
」
で
攻
防
の
技
を
身
に
付
け
、

剛
柔
流
の
特
徴
で
あ
る
「
む
ち
み
」「
呼

吸
法
」「
円
運
動
」等
の
動
き
を
確
認
し
、

ま
た
形
の
分
解
を
理
解
し
て
指
導
に
つ

な
げ
る
よ
う
に
講
習
を
受
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

講習会参加者開手形「撃砕第一」参加者・講師一同 開手形「三十六手」

組手審査

竹川先生（中央）

竹川先生（中央）

開始式

開始式形：三戦審査

中
部
地
区
昇
段
審
査
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
２
年
間
審
査

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
し

ま
し
た
。
実
施
に
当
た
り
感
染
予
防
を
万
全
に
行
い
、
受
審

者
は
稽
古
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
全
員
合
格
し
ま
し
た
。

受
審
段
：

　

初
段 

15
名
（
男
子 

11
名 ･ 

女
子
４
名
・
16 

～ 

58 

歳
）

　

弐
段 

５
名
（
男
子
３
名 ･ 

女
子
２
名
・
18 

～ 

48 

歳
）

　

参
段　
３
名
（
男
子
３
名 ･ 

女
子
１
名
・
20 

～ 

46 

歳
）

　

四
段　
５
名
（
男
子
５
名
・
46 

～ 

59 

歳
）

　

五
段　
１
名
（
男
子
１
名
・
52 

歳
）

令
和
三
年
度　

関
東
地
区
後
期
昇
段
審
査
会
開
催

令
和
三
年
度

　

関
東
地
区
本
部
第
４
回
形
講
習
会
開
催

中
部
地
区
昇
段
審
査
会
開
催
（
初
段
～
五
段
位
）

令
和
四
年
度 

大
阪
支
部
春
季
昇
段
審
査
会
開
催

令
和
三
年
度　

関
東
地
区
公
認
指
導
員
更
新

 

公
認
指
導
員
新
規
審
査
会

令
和
三
年
度

関
東
地
区
本
部
資
格
審
査
員
講
習
会
開
催



令和３年度令和３年度  沖縄県功労者表彰・スポーツ振興部門沖縄県功労者表彰・スポーツ振興部門受賞受賞！！！！
照屋幸榮照屋幸榮先生先生（剛柔会副会長・80歳）（剛柔会副会長・80歳）
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〒563-0055　大阪府池田市菅原町11-9　ニチレク池田桜通り
TEL:072-748-3351  FAX:072-748-3350

　令和３年 11 月３日（水・祝）、令和３年度沖縄県功労者表彰式が那覇市の
パシフィックホテル沖縄・万座の間において執り行われました。
　「沖縄県の各分野に顕著な功績を残された方、県民の師表としてふさわし
い篤行ある方を表彰し、県勢の発展に資する方」を趣旨として選ばれた 10 
名が表彰されました。
　この度、スポーツ部門にて表彰された照屋幸榮先生（剛柔会副会長・前沖
縄県空手道連盟会長・沖縄剛柔流空手道協会会長）は、沖縄空手の振興・発
展に貢献されての受賞でした。
　照屋先生は剛柔会流祖・宮城長順先生の教授を伝承し、「研修舘」道場で
は古来より精神修養法や健康法に配慮し、準備運動には鍛錬器具等で体力増
強を計る指導を取り入れておられ。また、武道として不可欠の「気」「息」「体」
の修練をされ、「形」に攻防の技を身に付けるよう指導育成に励んでおられ
ます。
　剛柔会では、沖縄交流会として沖縄の地において研修会を実施しており、
全国から「研修舘」道場で交流の場としてご協力頂いています。これからも
剛柔流の技法・技術を後世に伝承して頂き、益々のご活躍をお祈り申し上げ
ます。

表彰式 照屋幸榮先生（中央）

交流会挨拶（左から4人目）

2021年1月沖縄交流会「研修舘道場」にて

2020年交流会集合写真
沖縄空手会館 特別道場「守禮之館」

ウクライナに支援募金を寄付

剛柔会「聖心館道場」竹川達男館長（東京都江戸川区）
・（ 公 財 ） 全 日 本 空 手 道 連 盟 一 級 資 格 審 査 員
・ 全日本空手道連盟剛柔会 指導委員会副委員長

　本年２月 24 日にロシアがウクライナに侵攻しました。それに伴い、
連日連夜テレビのニュース等でロシアによる一方的な攻撃により、ウク
ライナ国民が逃げまどい、惨殺される場面が放映されています。
　私達日本人としてもこの不幸なウクライナ国民を助けなくてはとの思
いで、４月 24 日より募金活動を行いました。私の道場の道場生、保護
者の方々、子ども達約 120 名より、募金活動期間の３週間でご厚志

（51,414 円）を頂きました。
　募金をして頂いた子ども達、保護者の方々よりウクライナを励ますメッ
セージの寄せ書きも携え、６月７日（火）に東京都港区西麻布にあるウ
クライナ大使館を訪問しました。
　毎日大変忙しい業務をこなしている大使館員の方々ですが、空手の関
係者ということで特別にお会いして頂き、感謝の言葉を頂きました。
　一日も早く悲惨な戦争が終わり、元の平和な日常に戻れることを道場
生一同お祈りしています。

　全日本空手道連盟剛柔会・聖心館館長　竹川達男 親善の旗・募金箱道場生と保護者からの寄せ書き

ウクライナ大使館前にて
左から竹川達男先生と大使館員の方々

ウクライナ大使館よりお礼のメッセージ
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初　段
森 　 陽 大 京 都
麦 谷 悠 成 京 都
上 野 凌 雅 京 都
山 崎 光 翔 京 都
若 林 寛 斗 京 都
松 村 颯 天 京 都
篠 田 陽 希 京 都
丸 山 晧 生 京 都
上 坂 颯 馬 京 都
山 川 龍 也 京 都
大 木 響 互 京 都
吉 田 有 岐 京 都
村 上 純 矢 京 都
久 堀 俊 祐 京 都
田 邊 彩 恵 京 都
嶋 田 　 晴 京 都
吉　坂　いるみ 京 都
髙　瀨　姫魅華 京 都
供 川 桜 奈 京 都
鴨 井 詩 葉 京 都
川 嶋 雪 乃 京 都
橋 本 紗 弥 京 都
坂 井 日 菜 京 都
岡 本 佐 織 京 都
ﾓ ﾆ ｸ  ﾌ ｧ ﾂ ｪ ｱ ｽ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ﾃ ﾞ ｨ ﾗ ﾝ  ﾏ ｯ ﾁ ｰ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｼﾞｮｰｼﾞｭ ﾁﾛｺﾓｽ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｼ ｮ゙ー ﾆ ﾗﾌ ｸｦﾝｸ  ゙ｵﾕﾝｸﾞ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ﾏ ｰ ﾃ ｨ ﾝ  ｸ ﾚ ｲ ｸ ﾞ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ﾏ ｰ ｼ ｭ ｰ  ﾐ ﾘ ｽ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ﾋ ﾄ ﾐ  ﾏ ｹ ｲ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ﾘ ｸ  ﾊ ﾟ ｳ ｴ ﾙ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｸ ﾘ ｽ  ﾘ ｰ ﾙ  ｺ ｸ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
松　宮　千夏海 大 阪
林　　　廉太郎 大 坂
上 村 龍 我 長 崎
神　崎　ななみ 長 崎
瀬 川 　 翔 長 崎
吉 村 陽 翔 長 崎
岩 橋 佳 鈴 和 歌 山
奥　　　菜々美 和 歌 山
大 串 　 凛 和 歌 山
鹿子木　美　海 和 歌 山
島 﨑 釉 来 和 歌 山
奥 野 久 玲 和 歌 山
下 津 大 地 和 歌 山
土 岐 琉 弥 和 歌 山
小 川 侑 大 和 歌 山
松 下 煌 汰 和 歌 山
須 川 洋 敬 和 歌 山
松 井 健 次 和 歌 山
神 田 博 城 和 歌 山
酒 井 悠 翔 大 分
池 邉 天 珂 大 分
川 邉 梨 花 大 分
藤 原 愛 琉 大 分
中 根 　 花 大 分
野　中　ななみ 大 分
大 津 璃 乃 大 分
足 立 龍 哉 大 分
森 田 義 彦 大 分
佐 藤 堅 心 秋 田
工 藤 志 龍 秋 田
伊 藤 　 渚 秋 田
魚　住　花菜子 秋 田
五十嵐　俊　哉 秋 田
山 崎 叶 翔 秋 田
齋 藤 悠 稀 秋 田
髙 橋 敏 昭 秋 田
髙 橋 泰 成 秋 田
渡 部 利 一 秋 田
小 林 祐 輝 秋 田
川 辺 侑 槻 秋 田
太 田 　 迅 秋 田
齋 藤 恵 子 秋 田
村　川　千緒里 埼 玉
浅 野 豪 将 東 京
緒 方 聖 司 埼 玉

高　橋　千恵子 東 京
尾 関 拓 也 東 京
佐々木　清　香 東 京
村 川 泰 紀 埼 玉
新 村 直 彦 東 京
彦 井 浩 孝 東 京
王 　 楷 　 樂 中国香港
祁󠄀 　 依 　 琳 中国香港
梁 　 輝 　 任 中国香港
黄 　 健 　 強 中国香港
謝 　 文 　 欽 中国香港
陳 　 宥 　 錡 中国香港
鄺 　 裕 　 珂 中国香港
賴 　 穎 　 正 中国香港
林 　 蔓 　 清 中国香港
羅 　 廣 　 海 中国香港
胡 　 振 　 榮 中国香港
符 　 策 　 炳 中国香港
謝 　 志 　 杰 中国香港
髙 橋 征 次 愛 媛
松 岡 　 凛 愛 媛
一 色 松 誠 愛 媛
一 色 明 生 愛 媛
福 井 大 智 島 根
安 達 貴 子 岡 山
谷 口 唯 人 京 都
神 村 愛 華 京 都
藤 本 英 太 奈 良
谷 本 紀 音 和 歌 山
遠 藤 佳 紀 和 歌 山
安 武 達 朗 和 歌 山
松 山 桃 花 長 崎
村 川 琴 美 長 崎
松 岡 玲 亜 大 阪
宮 脇 賢 治 大 阪
飯 澤 明 弘 宮 城
渡 邉 隆 行 宮 城
田 川 栄 助 宮 城
永 沼 季 空 宮 城
八　島　誠留斗 宮 城
池 田 優 雅 宮 城
鈴　木　希良梨 宮 城
稲　垣　那由太 群 馬
東 　 勇 吾 東 京
住 谷 賢 希 神 奈 川
狐 塚 　 淳 東 京
小 泉 奈 緒 東 京
富　安　健一郎 東 京
大 森 敬 一 東 京
道 工 　 勇 東 京
河 津 空 知 大 分
安 達 　 匠 大 分
ｺﾝﾗｯﾄﾞ ｳｲﾘｱﾑｽﾞ U S A
ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾗ　ｱﾗﾝ U S A
ｺ ﾁ ﾞ ｲ 　 ｺ ｰ ﾙ U S A
ｹ ｳ ﾞ ｨ ﾝ 　 ﾌ ｫ ﾘ ｰ U S A
田 中 康 陽 福 岡
松 山 榛 都 福 岡
武 原 由 佳 福 岡
清 水 翔 英 福 岡
原 田 澪 音 福 岡
山 谷 大 智 富 山
塩 谷 英 樹 富 山
上 野 智 生 富 山
津 田 麻 李 富 山
山 東 　 拓 富 山
嘉 悦 悠 斗 三 重
川 村 枝 里 富 山
藤本　ﾌﾗﾝｸﾘﾝ 静 岡
中 野 憲 一 静 岡
ｼﾞｪｰﾑｽﾞ ﾌｫｰｾｯﾄ 富 山
近 藤 祥 子 静 岡
伊 藤 歳 大 愛 知
吉 岡 孝 修 愛 知
若 林 正 樹 静 岡
遠 藤 陽 子 静 岡

弐　段
正 木 雄 大 京 都
吉 岡 楓 凱 京 都

村 上 慶 翔 京 都
廣 部 玲 生 京 都
森 下 智 康 京 都
田 原 秀 樹 京 都
ｱﾚｸｻﾝﾀ  ゙ｳ ｪ゙ﾄﾘｻﾉ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｸﾛｰﾁｱ ﾋﾟｯｼﾞﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｼ ﾞ ｭ ﾘ ｱ  ﾌ ﾗ ｸ ﾗ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｽ ﾃ ﾌ ｧ ﾆ  ﾖ ﾊ ﾝ ｾ ﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ﾀ ﾞ ﾐ ｽ  ﾊ ﾞ ﾝ ﾀ ﾞ ﾗ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ﾃﾞｨｳﾞｨ　ｳｨｼﾞｬﾔ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｶﾃﾘﾝ　ﾊﾟﾄﾘｯｸ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ﾌﾗﾝｼｽ ｺｯｻﾞﾘﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｻ ﾐ ｭ ｴ ﾙ  ﾐ ﾙ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ﾏｰｸ　ｵｰｽﾞﾎﾞｰﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ﾚ ｰ ﾈ ｲ 　 ﾃ ｿ ｸ ﾞ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
米　田　未沙希 大 阪
音 野 麗 月 大 阪
川 中 昌 憲 長 崎
宋 　 継 山 長 崎
岩 橋 真 依 和 歌 山
宮　本　一颯太 和 歌 山
平　嶋　遼太郎 和 歌 山
坂 本 一 慎 和 歌 山
土 岐 啓 彰 和 歌 山
松 本 敦 貴 和 歌 山
佐 藤 湧 紀 秋 田
奈 良 弥 玖 秋 田
力 丸 宗 弘 秋 田
渡 邉 　 聡 秋 田
重 稲 純 一 高 知
大　高　みどり 東 京
髙　橋　理恵子 埼 玉
辛 　 志 　 斌 中国香港
四之宮　功　将 愛 媛
浅 海 愛 莉 愛 媛
竹 内 宏 太 岡 山
福 井 駿 介 島 根
福 井 優 太 島 根
山 下 泰 生 京 都
福 田 和 也 京 都
市 木 和 虎 京 都
野々村　光　華 京 都
上 野 夏 蓮 京 都
田 中 裕 理 京 都
宇根田　　　直 京 都
土 井 安 莉 京 都
木 村 尚 子 京 都
周 　 聡 子 京 都
阪 口 慶 子 和 歌 山
松 山 勝 也 長 崎
織 田 信 也 長 崎
大 橋 　 聡 宮 城
吉 澤 博 光 宮 城
黒 崎 　 誠 宮 城
永 沼 凌 空 宮 城
齋 藤 愛 萌 宮 城
成 毛 愛 実 宮 城
鹿 谷 直 樹 香 川
木 村 壮 佑 東 京
太田垣　　　薫 東 京
上 野 　 敦 大 分
小 野 峻 助 大 分
ﾌｨﾘｯﾌﾟ　ｼﾞﾊﾞﾗ U S A
廣 渡 陣 晴 福 岡
加勢田　隼　也 福 岡
有 田 圭 佑 福 岡
大 谷 紗 輝 福 岡
上 野 剛 志 富 山
塩　谷　比呂佳 富 山
森 　 結 菜 三 重
加 藤 宏 幸 静 岡
格 也 直 一 静 岡

参　段
沼 田 歩 葵 京 都
智 能 三 院 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｱ ﾝ ﾃ ﾞ ｲ 　 ﾗ ﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｴ ｯ ﾏ 　 ﾋ ﾘ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｱﾄﾞﾘｱﾅ ｳｨﾄﾞﾐﾙ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ﾃﾞﾋﾞﾄﾞ ｽﾚｼﾝｶﾞ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

ｽﾃｨﾌ  ゙ｳ ｫ゙ﾝｸ ﾃ゙ｳ ｬ゙ﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
中 山 将 希 長 崎
山 浦 七 海 長 崎
小 松 屋 　 弾 長 崎
平 石 紗 良 香 川
福 家 理 佐 香 川
井 田 達 郎 神 奈 川
滝 原 哲 也 神 奈 川
陳 　 人 　 嘉 中国香港
宇 根 田 　 歩 京 都
谷 口 謙 悟 京 都
森 田 貴 文 奈 良
謝　花　由希子 奈 良
稲 場 信 貴 奈 良
福　井　あいみ 和 歌 山
中 村 元 洋 和 歌 山
小 林 雅 子 和 歌 山
渡 辺 真 子 長 崎
ｴ ｲ ﾍ ﾞ ﾙ 　 彩 長 崎
會 田 純 一 大 阪
荻 原 美 子 宮 城
仲　尾　宗一郎 東 京
月 原 洸 太 東 京
堀 江 　 暁 埼 玉
元 田 敬 三 東 京
永 水 大 策 東 京
古 田 浩 彦 東 京
元 田 美 加 東 京
金 子 　 肇 埼 玉
森 　 徹 哉 群 馬
塩 月 謹 一 大 分
ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ　ﾓﾘﾅ U S A
ﾄ ｰ ﾏ ｽ 　 ﾒ ﾙ ｼ ｲ U S A
ｼ ﾞ ｮ ﾝ 　 ｹ ﾘ ｰ U S A
ﾍ ﾞ ﾙ ﾅ ｰ ﾄ ﾞ 　 ﾔ ｵ U S A
古 賀 　 真 一 郎 福 岡
小 竹 恭 平 福 岡
大 村 公 誉 福 岡
廣　渡　あかり 福 岡
髙　倉　みなみ 福 岡
後 藤 眞 彩 福 岡
川 原 卓 郎 富 山
瀬 川 侑 希 富 山
村 松 直 樹 静 岡
大 川 泉 帆 愛 知

四　段
ﾀ ｰ ﾐ  ﾂ ｯ ｶ ﾞ ﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｶ ｲ ﾘ  ｽ ﾃ ﾌ ｪ ﾝ ｿ ﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｱﾝﾄﾞﾙｰ ｹｯﾘｼﾞｭ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｼ ﾞ ｪ ｲ  ｷ ﾘ ｰ ﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｶ ﾞ ｲ  ｷ ﾘ ｰ ﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ﾈｲｵｰﾐ　ﾋｰｯｸﾞｽ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｳ ﾞ ｪ ﾀ ﾞ ﾄ 　 ｾ ｷ ﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
佐々野　喜代幸 長 崎
飯　沼　ゆかり 東 京
野 上 昭 宏 東 京
森 　 　 さ や か 愛 媛
松 矢 清 彦 愛 媛
藤 本 　 茂 愛 媛
松 浦 　 孝 高 知
藤　田　千安希 香 川
前　川　佳苗恵 香 川
山 地 恵 美 香 川
片 岡 理 子 京 都
桐 井 み ほ 和 歌 山
田 邊 雅 永 京 都
ﾄﾞﾉﾊﾞﾝ　ﾗｲﾏｰ 大 阪
渡 邉 敏 英 兵 庫
今 村 伸 枝 兵 庫
今 村 竜 彦 兵 庫
笠　毛　憲一郎 和 歌 山
吉 田 淳 一 群 馬
新 垣 良 伸 沖 縄
嶺 井 達 朗 沖 縄
魚 見 聖 世 長 崎
佐 藤 久 雄 大 分
三 島 秀 和 富 山
持 田 正 二 静 岡
北 嶋 久 夫 富 山

浜 田 守 彦 愛 知
篠 田 宇 晃 愛 知

五　段
ｽ ｺ ｯ ﾄ  ﾘ ｰ ﾄ ﾞ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
斎　藤　真理子 東 京
近 藤 　 誠 香 川
廣 部 功 生 京 都
森 田 博 尚 奈 良
中 塚 　 愛 京 都
平 川 孝 美 兵 庫
上 原 賢 三 和 歌 山
仲 尾 徳 男 和 歌 山
西　垣　日出久 京 都
井 上 僚 太 福 岡
中 田 篤 志 福 岡
江 島 宏 英 佐 賀
吉 澤 浩 樹 福 岡
髙 島 一 路 福 岡
加 藤 宏 之 愛 知

錬　士
坂 尾 江 理 大 阪
森　脇　真由子 兵 庫
髙 橋 俊 樹 和 歌 山
永 沼 圭 一 宮 城
ｸ ﾘ ｽ 　 ﾏ ｯ ｹ ﾝ ﾅ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
村 上 俊 樹 和 歌 山
篠 崎 信 介 埼 玉
齊 藤 和 久 秋 田
ﾏ ﾙ ｳ ｨ ﾅ 　 ﾏ ｰ ﾁ ﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
藤 原 隆 治 大 阪
菊 地 秀 樹 和 歌 山
奥 　 敬 行 兵 庫
楠 原 健 一 佐 賀
渡 邊 　 匠 神 奈 川
森 　 宏 樹 三 重
東 　 剛 司 東 京
松 宮 茂 則 大 阪
比 嘉 寿 成 和 歌 山
大 谷 一 之 和 歌 山
阿 部 政 浩 熊 本
ﾊ ﾞ ｰ ﾆ ｰ  ﾎ ｰ ｲ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
石 川 俊 洋 静 岡
小 椋 　 登 望 恵 京 都
原 田 　 佳 浩 熊 本
ﾏ ﾘ ｵ  ﾎ ﾞ ｰ ｸ ﾞ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
鈴 木 　 智 兵 庫

趙 　 祖 明
中 国 廣

東
緒 方 睦 之 熊 本
宮 本 祥 夫 島 根
中 原 正 博 佐 賀
姫 野 秀 次 大 分
佐 藤 富 雄 宮 城
ﾊﾞｼﾘ　ｼﾞｭｶﾘﾝ ロ シ ア
高 良 正 剛 沖 縄
与 儀 実 勝 沖 縄
和 田 好 生 静 岡
坪 井 孝 憲 静 岡

教　士
山 口 和 哉 和 歌 山
新 井 誠 子 東 京
岡 本 泰 弘 福 岡
瀬 高 　 誠 和 歌 山
芝 　 剛 司 和 歌 山
山 口 竜 二 静 岡
西 尾 　 靖 神 奈 川
ｸﾞﾚﾝ　ｽﾃﾌｧﾝｿﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
秋 田 政 夫 茨 城
樋 口 紅 史 大 分
守 田 俊 介 東 京

範　士
山　蔭　惠美子 東 京

令和３年４月１日
～４年３月 31 日 令和三年年度 昇段者一覧
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　大野選手は、初戦～決勝ま
で圧倒的な得点差で昨年に続
き２連覇を達成。コロナでも
日々稽古を休まず黙々と励
み、佐藤重徳師範の教えを常
に守っての２連覇だった。
　2021 年 11 月 に は WKF 
第 25 回世界空手道選手権大
会（UAE・ドバイ）女子個
人形へ初出場にして準優勝に
輝き、また 12 月カザフスタ
ン・アルマトイ開催の AKF 
第 17 回アジア空手道選手権
大会にも女子個人形で初優勝
を飾り、アジアの女王に君臨
した。
優勝おめでとうございます！

　前年度優勝の崎山選手
は、シードのため２回戦
より参戦。決勝まで危な
げない試合運びで圧勝し
２連覇を成し遂げた。11
月の全日本大学選手権に
て、優勝候補と目された
自身の所属する近畿大学
工学部がベスト８に終わ
り、悔しい思いをしただ
けに、優勝後のインタビ
ューでは涙を見せた崎山
選手。
 日々の地道な稽古は裏切
らない事を証した。
優勝おめでとうございま
す！

　昨年は第３位だった西山選手も男子形で準優勝となった。現在は大野ひかる選手とともに佐藤重
徳先生のもとで稽古に励み、形のバックボーンとなるトレーニングも一緒に行っているという。今
後も目を離すことができない選手である。今後も上位を目指して頑張ってください。おめでとうご
ざいます！

女子形優勝・２連覇
大野ひかる 選手

（大分県）

男子組手優勝・２連覇  
崎山優成 選手（香川県）

男子形準優勝
西山 走 選手（大分県）

女子個人 形女子個人 形 優勝優勝 松矢桜子松矢桜子選手選手
（愛媛県今治市立南中学校 3年）（愛媛県今治市立南中学校 3年）

日 時：2021年12月12日（日）/会 場：日本武道館（東京都千代田区）

全日本選手権種目別で２連覇！！

日時：2021年8月20日（金）～ 22日（日）/ 会場：維新大晃アリーナ（山口県山口市）日時：2021年8月20日（金）～ 22日（日）/ 会場：維新大晃アリーナ（山口県山口市）

第 29 回 全国中学生空手道選手権大会第 29 回 全国中学生空手道選手権大会 W優勝W優勝

女子個人組手：女子個人組手：崎山 紬崎山 紬  選手選手 //女子個人形：女子個人形：松矢桜子松矢桜子  選手選手

　崎山紬選手は、高松中央高校教諭・空手道部監督を務めている父・崎山幸一先生の次女で、２歳年上の長女・
凜選手（高松中央高校２年）、次男・慶成選手（近畿大学工学部２年）、長男・優成選手（近畿大学工学部４年・
2020 年全日本選手権男子個人組手優勝）と空手一家で幼少時より空手とともに成長してきました。
　全中初優勝を勝ち取った紬選手は、日頃の稽古を道場（日新館）で連日励み、姉の凜選手からも色々とア
ドバイスを受け、また自主トレーニングを重ねた結果が実りました。
　「今後も上位を見据えた稽古でモチベーションを上げて取り組みたいです。ま
た、指導して頂いた先生・先輩の方々に感謝します。今後ともご指導をよろしく
お願いいたします」と語りました。優勝おめでとうございます！

　松矢桜子選手は、父親と弟の影響で小学４年生の時に
剛柔会今治道場（代表：丹下勝則先生・剛柔会副理事長）
へ入門。半年後「しまなみ海道大会」へ初出場し初優勝
に輝きました。
　その後は、稽古の日々が続き、小学５年生・６年生で
は全少の愛媛県予選で優勝しましたが、本戦では２年連続１回戦敗退、また、今年
の「JOC カップ彩の国杯全中選抜」では３位と悔しい思いの連続で、「心も身体も
折れそうになった」という松矢選手でしたが、稽古に自主練習、体幹トレーニング
に励んだ結果、全中での優勝を手にしまし
た。
　松矢選手は「空手を始めたのは遅かった
のですが、人より一杯努力してきたことは
裏切らなかったと思います。応援してくだ
さった方々、支えて頂いた人達に感謝いた
します」と喜びの言葉を語りました。優勝
おめでとうございます！

剛 柔 会
四国地区

女子個人 組手女子個人 組手 優勝優勝 崎山 紬崎山 紬選手選手（香川県高松市立桜町中学校３年）（香川県高松市立桜町中学校３年）

圧巻！!
剛柔会


